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「新たな教師の学びの姿」を目指す校内研修の実現
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＜国の動向＞

参考：『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について～「新たな教師の学
びの姿」の実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～（令和４年答申）

１ はじめに

子供たちの学び（授業観・学習観）とともに教師自
身の学び（研修観）を転換し、「新たな教師の学び
の姿」（個別最適な学び、協働的な学びの充実を通
じた、「主体的・対話的で深い学び」）を実現
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研究の動機（現状と課題）



＜国の動向＞（「新たな教師の学びの姿」）

参考：『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について～「新たな教師の学びの姿」の
実現と、多様な専門性を有する質の高い教職員集団の形成～（令和４年答申）

〇 変化を前向きに受け止め、探究心を持ちつつ自律的に学ぶという「主体的
な姿勢」
〇 求められる知識技能が変わっていくことを意識した「継続的な学び」
〇 新たな領域の専門性を身に付けるなど強みを伸ばすための、一人一人の
教師の個性に即した「個別最適な学び」
〇 他者との対話や振り返りの機会を確保した「協働的な学び」
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研究の動機（現状と課題）



質問事項
小学校（％） 中学校（％）

全国 全道 全国 全道

授業研究や事例研究等、実践的な研修を行っていますか。 62.3 70.1 45.2 60.1

児童生徒自ら学級やグループで課題を設定し、その解決
に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を
学ぶ校内研修を行っていますか。

33.3 45.8 27.3 40.3

個々の教員が自らの専門性を高めるため、校外の各教科
等の教育に関する研究会等に定期的・継続的に参加して
いますか。（オンラインでの参加を含む）

24.6 27.5 20.8 29.7

令和５年度 全国学力・学習状況調査結果より
～「学校質問紙（校内研修に関する質問事項）」～

＜北海道の状況＞

【「そう思う」と回答した割合】
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研究の動機（現状と課題）



○ 国においては、子供たちの学び（授業観・学習観）と
ともに教師自身の学び（研修観）の転換が求められてい
ることから、校内研修や授業研究をはじめとする学校に
おける様々な機会や場面で「新たな教師の学びの姿」を
実現するとともに、そのための体制整備が必要である。

〇 道においては、より実践的な研修や教師一人一人のニ
ーズに応じた定期的・継続的な研修が十分に行われてい
ない可能性があることから、学校における校内研修の実
情を把握するとともに、学校が抱えている課題を明確に
する必要がある。
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研究の動機（現状と課題）



○ 本道における校内研修の実情を把握し、「新たな教師の学
びの姿」の実現に向けた改善策を明らかにするとともに、課
題解決に向けた方策を調査研究する。
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研究のねらい（目的）



⑴ 研修講座参加校へのアンケート実施・分析
⑵ 学校管理職研修における職場実践の課題解決に向け
た取組
⑶ 各都府県センター視察（滋賀県総合教育センター）

【ゴール】
□国が求めている「新たな教師の学びの姿」について、北海道の校内研修に
係る課題と課題解決に向けた取組を把握する。
□把握した課題及び課題解決に向けた取組を次年度の校内研修の研修講座に
に生かす。
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２ 調査研究の内容



【参加校（参加者）】
・小学校30校
・中学校20校
・高等学校５校
・特別支援学校１校
合計56校

【研修講座の様子】
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アンケート対象者

参考：令和６年度道研研修講座「学校管理職研修８～『新たな教師の学びの姿』の実現に向けた校内研修の在り方～

⑴ 学校管理職研修８ 参加校へのアンケート実施・分析



【調査項目２】
自校の校内研修は、学び合い高め合う教職員集団づくりにつながるものとなっ
ていますか。（選択式）

【調査項目１】
「主体的な姿勢」、「継続的な学び」、「個別最適な学び」、「協働的な学
び」の４つの視点のうち課題となるものは何ですか。（選択式）

【調査項目３】
自校の校内研修で、学び合い高め合う教職員集団づくりに向けた課題は何です
か。（記述式）

○調査項目
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⑴ 研修講座参加校へのアンケート実施・分析



協働的な学び42％

個別最適な学び11％

継続的な学び14％

「主体的な姿勢」、「継続的な学び」、「個別最適な学
び」、「協働的な学び」の４つの視点のうち課題となるも
のはどれか。

【項目１】
「主体的な姿勢」、「継続
的な学び」、「個別最適な学
び」、「協働的な学び」の４
つの視点のうち課題となるも
のはどれか。

【結果】
「協働的な学び」及び「主
体的な学び」を合わせて75％
と大きな割合を占める。

主体的な学び
33％
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【項目２】
自校の校内研修は、学び合い高め
合う教職員集団づくりにつながるも
のとなっていますか。（選択式）

【結果】
54％（約半数）の学校が、
「なっている」「ある程度なっ
ている」との回答があった反面、
「どちらともいえない」「あま
りなっていない」「なっていな
い」の回答が半数近くあった。

ある程度なっている48％

なっている６％

どちらとも
いえない35％

あまりなっていない９％

なっていない０％

未回答２％

自校の校内研修が学び合い高め合う教職員集団づくりにつ
ながるものとなっているか。
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環境整備に関わること
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【項目３】自校の校内研修で、学び合い高め合う教職員集団づくり
に向けた課題は何ですか。（記述式）

・忙しくて互いに学び合うことができない。
・多忙化により、安心して学びに打ち込める時間がなかなか
確保できない。
・校内外でもっと教員が学ぶ機会を充実させる必要がある。
・校内のスケジュールが過密して、教員の研修時間を十分に
確保することができない。
・校内研修自体を多忙化のひとつと捉えている雰囲気がある。
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【項目３】自校の校内研修で、学び合い高め合う教職員集団づくりに向けた課題は何ですか。（記述式）

組織的な取組に関わること

・研修内容や授業について相談したり、アドバイスを受けた
りする場面がない。
・年度を跨いでの研修内容の継承が難しい。（人事異動など
により）
・中堅やベテラン層への研修の機会を見落としがちになるた
め意図的・計画的に設定する必要がある。
・研修を行うグループ（学年やブロック）の人数が多いなど
研修体制に課題がある。
・心理的安全性は確保されているが、研究授業の事後研など
では、授業者を尊重するあまり協議が深まらない。
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【項目３】自校の校内研修で、学び合い高め合う教職員集団づくりに向けた課題は何ですか。（記述式）

研修の効果に関わること

・校内研修の実施状況等について検証する体制が整っていない
（やりっぱなし）。
・研修がその場限りで、研修内容が実践に生かされていない。
・研修がワンバターンで研修内容の見直しが必要である。
・校内研修の効果を実感できないことで、教員の研修意欲が高
まらない。

・校内研修のテーマが日常の教育活動や教員の意識になかなか
浸透していかない。
・研究授業が目的（ゴール）の校内研修であり、公開授業後の
研修が続かない。

・校内研修が形式的なものとなっており、教員の力量形成につ
ながっていない。



15

【項目３】自校の校内研修で、学び合い高め合う教職員集団づくりに向けた課題は何ですか。（記述式）

教師一人一人のニーズに関わること

・管理職等による個々の職員へのフォローアップを行う環境を
整備する必要がある。
・校外研修を受講したいが、担任外の先生が多忙なため、学級
を空けることに躊躇している状況がある。
・個々の課題に対応した校外研修の受講を促す必要がある。
・個々が課題を感じている内容について、校内外で研修を経験
できる機会を設ける必要がある。
・受講奨励をしても消極的な教員がいる。
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・環境整備に関わる課題
・組織的な取組に関わる課題
・研修の効果に関わる課題
・教師一人一人のニーズへの対応に関わる課題

研修講座参加校へのアンケートの記述から明らかになった４つの課題

これらの課題解決につながる取組を
学校管理職研修８の実践記録から整理



・環境整備に関わる課題解決につながる取組
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・毎月の職員会議後に、校外の研修に参加した教員による報告及び短時間の協議を

行う校内研修の機会を設定し、研修成果の共有を図った。

・研究協議の際に、会話を楽しむ雰囲気の醸成に努めたことで、職員室が温かい雰囲

気になり、年齢層に関係なく、普段の授業談義が盛んになった。

・各教員が校外の研修会等に参加しやすいよう、校内体制を整備した。

・校外の研修に参加した教員に校内研修の講師となってもらい、共有するための場を

設定した。

⑵ 学校管理職研修の職場実践記録における課題解決につながる取組
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・全体の場で、各教員の授業における課題を整理し、全校で共通して取り組める改善点

を話し合った。

・各教員が授業力向上プランを作成し、全体の場で交流して、日常の授業改善に取り

組んだ。

・データや事例を使い、全体で変化の必要性について、校内研修における取組の方向

性の共有を図った。

・指導案検討の際、全員で検討するようにしたことで、授業者への批判ではなく、授業改

善の視点で自分事として話し合うことができた。

・組織的な取組に関わる課題解決に向けた取組
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・研究授業の成果と課題を踏まえて自身の授業改善に向けた取組について対話する場を

設定した。

・日常の悩みなどをグループで交流する機会を設けることで、そこで得られた改善の手立

てを自身の日常の授業に取り入れる姿が見られた。

・校内研修での学びが実践に生かされるよう、学期ごとに校内研究に関わる取組につい

て全体で交流し、検証を行った。

・研究授業終了後の協議において、日常の授業改善の方策を明確にし、全体で共有を図っ

た。

・研修の効果に関わる課題解決に向けた取組
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・各教員が、個人研修テーマを設定して研修を進めた後、課題別のグループに分かれて交

流した。

・校内研修が自分事となるよう、各自が自己テーマとテーマ達成に向けて取り組みた

いことを設定して、テーマ別のグループで交流しながら取り組んだ。

・教員一人一人が課題や実践上の悩み等を持ち寄り、交流・協議する場を設定した。

・教師一人一人の興味や関心、必要感に応じた研修テーマを設定し、希望参加型のミニ研

修を実施した。

・教師一人一人のニーズへの対応の課題解決に関する取組
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「協働的な学び」の充実につながる取組 協

研修講座参加校へのアンケート

・環境整備に関わる課題解決につな
がる取組

・組織的な取組に関わる課題解決に
つながる取組

・研修の効果に関わる課題解決につ
ながる取組

・教師一人一人のニーズへの対応に
関わる課題解決につながる取組

確
認



「協働的な学び」の充実につながる取組
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・毎月の職員会議後に、校外の研修に参加した教員による報告及び短時間の

協議を行う校内研修の機会を設定し、研修成果の共有を図った。

・研究協議の際に、会話を楽しむ雰囲気の醸成に努めたことで、職員室が温か

い雰囲気になり、年齢層に関係なく、普段の授業談義が盛んになった。

・各教員が校外の研修会等に参加しやすいよう、校内体制を整備した。

・校外の研修に参加した教員に校内研修の講師となってもらい、共有するため

の場を設定した。

協

協

協

例えば、環境整備に関わる課題解決につながる取組の記述内容では
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【協働的な学び】
・研究主題の達成に向け、目指す児童生徒や授業改善の方策について
共有する取組
・全校で共通して取り組む授業改善の方策について協議する取組
・各教員のニーズに応じたグループを編成し、交流・協議を行う取組

など

→「学校全体での研修の目的や方向性の共有」に関する取組

新たな教師の学びの姿の実現に向け

「研修する目的意識を共有するための取組」が大切ではないか

「協働的な学び」の充実につながる取組



「新たな教師の学びの姿」の実現に向かう校内研究

24滋賀県総合教育センターhttps://www.shigac.ed.jp/www/contents/1705992274497/index.html

⑶ 各都府県センター視察（滋賀県総合教育センター）
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○ 教員の「協働的な学び」の充実に向けた取組

校内研究の取組を省察ポスターで振り返り、成果と課題を共有

校内研究省察ポスター

⑶ 各都府県センター視察（滋賀県総合教育センター）
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○ 「新たな教師の学びの姿」を目指す校内研修の実現に向けて

校内研修において、「何をするのか（内容面）」ではなく、
校内研修を通して、「どうなりたいのか（共通の目標）」が
必要ではないか。

終わりに

「研修する目的意識の共有」
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○ 次年度に向けて
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○ 次年度に向けて


